
 

 

 

 

 

 

                    藤原泰衡 

 奥州征伐によって壊滅状 
態となった奥州藤原一族。 
 藤原家の再興を図るため， 
泰衡は肥内郡贄柵（ひない 
ぐんにえのさく＝大館市二 
井田）の河田次郎（かわだ 
のじろう）のもとに，一時 
身を寄せることにしました。 

 二井田では，首をはねられた泰衡のなきがらを，里人が 
錦の直垂(ひたたれ)に大切に包んで埋葬し，「にしき様」 
と呼んでお祀りしました。それが錦神社となり，命日であ 
る９月３日には例祭が行われ，今に至っています。 

                        錦
にしき

神社は奥州藤原氏の四代当主泰衡公をお祀りしています。 

                       大きな神社ではありませんが、歴史ある神社です。

                      泰衡公の首桶から見つかった蓮の種より開花した「中尊寺ハス」を， 

                     平成29年４月に株分けしていただき，大切に育てています。 

                     例年７月中頃から８月中頃にかけて楽しむことができます。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  生きとし生けるものすべてが，苦から解放さ 

 れ，福楽を得る「抜苦与楽 普皆平等」の社会 

 の実現を願った，奥州藤原氏の思いがここに。 

 
        2022.May.18 錦神社にリーフレット献納 
 

 

 

 

 

 

                 

  

 

                            
 

 

 

 

            2022.May.26 中尊寺で破石副住職の講話を拝聴 

  

 

 

中尊寺
ち ゅ う そ ん じ

・毛越寺
も う つ う じ

・平泉中学校訪問 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       平泉中学校訪問 2022.May.26 

        

 

 

         参考および引用文献・資料：大館市ＨＰ，吾妻鏡，郷土･平泉学(平泉中学校編) 

    

 

 

 

 

        2023.Sep.3 錦神社例祭の神事に参列 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
            手紙の内容は，自分の考 
           えが父秀衡と違うことや， 
           許しが得られれば，頼朝へ 
           の服従を誓うので，返答を 
           肥内郡まで届けてほしいと 
           いうものでした。 

 しかし，河田のとった行動は裏目に出てしまったのでした。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 河田の行動は，頼朝の父義朝が長田忠致(ただむね)に 
裏切られて殺されたできごとを思い出させるものでした。 

 その頃，贄柵城の河田家中は混乱し，内紛が起きていました… 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                          河田次郎盛継(もりつぐ) 
                          奥州藤原氏譜代の郎従で 
                          肥内郡を所領としていました。 

 
 
 
 
奥州征伐の理由 
・幕府の謀反人である義経を 
 頼朝に断りもなく討伐した 
 のは，将軍の存在の軽視と 
 幕府への干渉である。 
・朝廷の宣旨(命令)に逆らっ 
 て，義経をかくまった藤原 
 氏は朝敵にあたる。         源頼朝 

 
 
 
 
 
           頼朝との関係を築き，恩 
          賞や頼朝に召し抱えられる 
          ことを期待した河田は，陣 
          岡(紫波町)まで進んでいた 
          頼朝の下に参じました。 

９月３日 
泰衡討たれる 
  贄柵 
 
        厨川柵 
        陣ケ岡 
          
     平泉  
    衣川柵 ８月22日 
        頼朝平泉入り 
 
        多賀城 
８月10日      
阿津賀志山の戦い 

文治５年(1189)９月３日夜 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※泰衡の最期については，河田次郎が自害に追い 
 込んだ後，その首をはねたという説が一般的で 
 すが，自分が原因で河田家中の混乱を招いてし 
 まったことの責任を感じた泰衡が，自ら命を絶 
 ったなど，諸説あります。温厚であったと伝え 
 られる泰衡の人柄を考えると，後者の説にも納 
 得させられます。 

   令和４年・５年度

秋田県大館市二井田字小石台２０ 

     電話：０１８６－４９－５５１６ 

     FAX：０１８６－４９－４８８２ 

 

錦神社の中尊寺ハス 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                      令和４年の修学旅行の際 

                                     に、平泉中学校を訪問。錦 

                                     神社および南中学区のＰＲ 

                                     を目的に、プレゼンテーショ 

                                     ンを行う南中３年生。 

                                            （令和４年５月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

藤原泰衡と二井田錦神社 

錦神社 藤原泰衡

錦様

９月３日

抜苦与楽 普皆平等

）

 

→

 

 

→

                 ←

「抜苦与楽 普皆平等」の願いを伝える錦神社 
）で 

       藤原泰衡は平安末期の武将で，藤原秀衡 

      （ひでひら）の次男です。秀衡には４人の 
      子がいましたが，後継ぎとなったのは泰衡 
      でした。 
 さて，秀衡の保護のもと青年期までを平泉で過ごした 
源義経は，泰衡にとっては兄弟同然の間柄でした。その 
義経が，源頼朝から追われる身となると，再び秀衡が保 
護しますが，このことで奥州藤原氏と頼朝との間に緊張 
が生じてしまったのです。 
 秀衡が亡くなると，泰衡は義経を自害に追い込み，そ 
の首を頼朝のもとに届けて，関係を改善しようとしまし 
た。ところが，謀反人（むほんにん）の義経を，頼朝に 
断りもなく討伐（とうばつ）したことが，頼朝に対する 
侮辱（ぶじょく）であると決めつけられ，逆に関係を悪 
化させてしまいました。 
 さらに，朝廷からも義経の追討（ついとう）命令が出 
されたことで，義経を保護した奥州藤原氏は朝敵（天皇 
に対する反逆）の濡れ衣を着せられてしまったのです。 
 これらを口実に，源頼朝の奥州征伐（せいばつ）が開 
始され，極楽浄土を表したといわれる藤原の都は，滅亡 
への道をたどることになってしまいました。 
 戦乱のさ中，兄国衡（くにひら）や主だった武将を失 
い，頼朝軍に抗しきれないと判断した泰衡は，平泉にあ 
るすべての財産を捨て去り，夷狄嶋（いてきのしま 蝦 
夷地とも＝北海道）を目指して脱出したといわれ，肥内 

郡（ひないぐん＝大館地方）の在地領主である郎従（ろ 
うじゅう）の河田次郎（かわだのじろう）を頼って，贄

柵（にえのさく＝大館市二井田）城に立ち寄ったところ
で，無念の最期を迎えることになってしまったのです。 

錦神社と西木戸神社 
 泰衡公の最期をめぐる，もうひとつの悲話です。 

 頼朝軍から逃れる途中で，行動を共にすることで家族 

に危害が及ぶことを心配した泰衡公は，現在の盛岡市に 

夫人と子を残し，わずかな従者と共に単身で奥羽の山を 

越えたのでした。 

 ところが，泰衡公の身を案じた夫人も，遅れること数 

日で二井田の地にやって来ました。 

 再会できると喜んだのも束の間，そこで聞かされたの 

は，予期しなかった泰衡公の訃報でした。悲しみと絶望 

のあまり，夫人は自ら命を絶ってしまいました。その場 

所には，夫人の供養のための五輪の塔が立てられ，これ 

が後に「西木戸神社」になったということです。 

藤原泰衡と河田次郎盛継 

陣ケ岡

贄柵城跡

 


